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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
てんかんに随伴する精神病のうち,発作後に出現する精神病は,発作後のもうろう状態との関連で,十
分に明らかでない点が多い｡その病態を明らかにする目的で,側頭葉てんかん患者で精神病状態を呈した
もののうち,発作後精神病状態 (P群)を主な研究の対象とし,急性交代性精神病状態 (Ⅰ群),慢性精
神病状態 (C群)をあわせて検討した｡精神症状の評価は,陽性症状判定尺度 (SAPS)によった｡発作
後精神病状態 (P群)のうちの半数は,発作後,いったん正常な精神状態に戻ってから精神病状態が出現
することが確認された｡また,精神病の出現年齢が高いこと,自律神経性前兆が少なく,精神性前兆が多
いこと,睡眠時大発作の頻度が高いこと,操的な気分を背景とすることが明らかにされた｡一方,急性交
代性精神病 (Ⅰ群),慢性精神病状態 (C群)は,精神分裂病様の精神症状を示すもので,発作後精神病
状態 (P群)とは,明らかな臨床的な差異があることが示された｡本研究では,発作後精神病の特殊性を
明らかにし得たが,その病態は,大脳辺縁系における限局発作の重積状態との関連があるものと考えられ
た｡
以上の研究は,てんかん精神病の臨床的な理解に貢献し,その病態の解明に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月28日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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